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1 はじめに
1980 年代後半以降，日本においてもニューカマーと

呼ばれるアジア系外国人居住者や日系南米人居住者が急
増した．これらの人々が結婚し子どもを持つことで，異
文化につながる子どもが日本の学校に通うケースが増え
ている．外国人児童生徒に関しては，言語，学力，アイ
デンティティ，価値観などの側面から研究がなされてき
たが，異文化を背景に持つ親子が，教育面でどのような
問題を抱え，どのように解決しているのか，について，
外国人の親からの視点で行った研究は少ない．

志水，堀家，酒井，家上，児島，堂寺［1］は，3 つ
のニューカマー・グループ（南米からの「出稼ぎニュー
カマー」，インドシナからの「難民ニューカマー」，韓国
からの「上昇志向ニューカマー」）に属する家庭を取り
上げ，彼らがどのような状況でどのような「教育戦略」
を採用するのかを調べている．三田村・山﨑［2］は，
首都圏在住のアジア出身者を対象にインタビュー調査を
行い，在住外国人が子どもの教育面でどのような問題を
感じているか，について整理したところ，「授業システ
ム，学校文化，日本語の問題，母国語・母文化の伝達，
価値観のずれ，いじめ」の 6 つに分類された．家庭内
での問題よりも，学校文化や授業システムなど日本の学
校に関わる問題を挙げる親が多かった．

日系南米人を対象とした研究としては，小内［3］は，

日系南米人が多く在住している地域（愛知，静岡，群
馬）に焦点をあて，日本の公立学校に通う日系南米人親
子を対象に，教育に関する意識について質問紙調査を行
っている．それによると子どもたちは，「ピアスをつけ
てもよい」28.3％，「ブラジル人は日本人ではないので
学校へ来なくてもよい」14.9％，「別献立の給食がよい」
10.3％と回答していた．さらに，日系南米人の親は，
長期滞在化に伴い，子どもが「日本人化」していくこと
に対しては肯定的に捉えているが，親が日本語を話すこ
とができず，家庭内の言語も母語（ポルトガル語）が多
いことから，子どもに生活言語としての母語の習得を希
望していた．

濱田・菊池・品川・野崎・上山［4］は，小内［3］
と同じ地域に住む日系南米人を対象として，ブラジル人
学校と公立学校に通う子どもたちの悩みの有無について
調査を行ったところ，どちらの学校でも「成績」「進路」

「授業」の順に問題を抱えていた．しかし，公立学校の
方が，「多くの漢字が読めない」「発表がうまくいかな
い」「いじめ」など，問題の内容がやや深刻だった．

本研究では，ブラジル人の都道府県別人口が全国第 5
位である群馬県で，外国人が最も多く居住する伊勢崎市
に在住する日系南米人保護者を対象にインタビュー調査
を行い，子どもの教育面でどのような問題を感じている
か，を明らかにする．また，三田村・山﨑［2］におけ
る首都圏在住のアジア出身者との比較を行い，グループ
特有の問題，共通の問題について検討を行う．さらに，
ブラジル人学校，ボランティア団体などへの聞き取り調
査を通して，外国人親子を取り巻く環境の把握を行う．
これらを踏まえて，地域における支援のあり方について
考察する．
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論文 日系ブラジル人親子が抱える
教育面での問題
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群馬県伊勢崎市在住の日系南米人（日本の公立学校に子どもが通っている保護者 9 名）を対象にインタビュー調査
を行い，子どもの教育面でどのような問題を感じているか，について検討し，整理したところ，「日本の学校や保育所
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2　日系南米人へのインタビュー調査
2．1　方法
被面接者

群馬県伊勢崎市にある公立小学校に通っている子ども
を持つ母親 8 名，祖母 1 名の計 9 名．出身国内訳はブ
ラジル 8 名，ボリビア 1 名である．子どもの年齢は，1
歳〜18 歳であり，小学生が最も多い．滞日期間平均は，
12.8 年であり，家庭内の言語はポルトガル語だけで話
す家庭か，日本語とポルトガル語（あるいはスペイン
語）の両方を使う家庭であり，日本語だけで話す家庭は
なかった．また，ほとんどの親が日本語を文として話す
ことは難しい状態であった．

自身の就労のために来日した者が 6 名，仕事のため
に来日した親に連れられて来た者が 3 名だった．今後
の見通しは，仕事や子どもの就学状況から，今後も日本
で生活する予定であると答えた者が 6 名，未定である
と答えた者が 2 名，子どもが大学や高等学校まで進学
したら母国に帰ると答えた者が 1 名だった．被面接者
の属性別内訳を表 1 に示す．
インタビュー協力校

本研究でインタビューを依頼した小学校では，異文化
を背景に持つ子どもが 23 人在籍しており，学校には日
本語教室が設置されている．日本語教室では，取り出し
指導が行われており，日本人教員の他にポルトガル語と
日本語が話せるバイリンガル教員（ブラジル出身，日
系）が在籍している．日本語教室では，授業以外でも放
課後に宿題をみたり，お便りを翻訳するなどの様々な支
援を行っている．
実施時期・手続き

2010 年 9 月〜12 月にかけて，インタビュー協力校
で日本語支援を行っている教員より被面接者を紹介して
もらった．インタビューは小学校の教室を借り，1〜2
人の面接者が通訳者 1 人を介して行った．方法は半構
造化面接で，1 件につき 40〜60 分だった．インタビュ
ーは了承を得て IC レコーダーに録音し，トランスクリ
プトを作成した．
調査項目

インタビューでは，「来日のきっかけ，及び，今後の
見通し」について尋ねた後，以下のような質問を行っ
た．必要に応じて，その他の質問を付加した．

① 子どもの教育について，なにか困っている（いた）
ことはあるか．ある場合はどのようなことか

② 日本の学校（幼稚園，小学校，中学校など）に通わ
せることをどう思うか，教員や学校への要望など

③ 子どもに母語・母文化を教えているか，教えたい
と思うか

ソーシャル・サポートに関する補足調査
日系南米人の親が，どのようなソーシャルネットワー

クを形成しているのかを把握するために，インタビュー
実施後の 2010 年 12 月〜2011 年 1 月に被面接者を対
象に補足として質問紙調査を行った．9 名中 3 名がす
でに帰国しており，有効回答数は 4 名となった．質問
項目は，周［5］の「在日中国系留学生用ソーシャル・
サポート尺度」を参考にサポートの領域とタイプの 2
次元について，3 領域（学習，人間関係，環境・文
化）×3 タイプ（物質的，心理的，情報的）とし，学習
領域については，学校の先生や宿題をみる人などのこと
も考慮に入れ，学習領域×指導的タイプを 1 項目加え，
合計 10 項目とした．各サポートを期待できる人数につ
いて，「まったくいない」，「1 人はいる」，「2〜3 人い
る」，「4〜6 人いる」，「7 人以上いる」の中から選択して
もらった．また，日本人が多いか，ブラジル人が多いか
についても，「ほとんどブラジル人」，「ブラジル人の方
が多い」，「同じくらい」，「日本人の方が多い」，「ほとん
ど日本人」の 5 段階で評定してもらった．その後，そ
れぞれの領域に対するサポート状況への満足度を 5 段
階で評価してもらった．

2．2　結果，及び考察
（1）子どもの教育のことで困っていること

得られたインタビュー内容すべてを分析対象とし，「子
どもの教育のことで困っていること，気になっているこ
と」について述べられている箇所を抜き出し，同人物で
重複した内容は除いたところ，計 52 件が抽出された．

表1　被面接者の属性リスト
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それらについて KJ 法を用いて整理した結果，（a）日本
の学校や保育所等の教育環境，（b）ブラジル人学校や
保育園等の教育環境，（c）教育上の問題，（d）日本語
の問題，（e）生活上の問題，（f）いじめ・差別，などに
まとめられた（表 2）．これらについて，三田村・山﨑

［2］の首都圏における外国人親子の抱える問題と比較
しながら，報告する．インタビュー内容を引用する際
は，個人の特定を避けるため，被面接者の NO.は記載
しなかった．

（a）日本の学校や保育所等の教育環境
本研究の被面接者は国内のブラジル人学校（保育園を

含む）に子どもを通わせた後で日本の公立学校に移らせ
た者が多いこともあり，全体として日本の学校や保育所
等の教育環境については，「国内のブラジル人学校の教
育環境と比較すると，日本の保育園や学校は部屋も広
く，教員も多く配置されており，親切で教育環境がよ
い」という好意的意見が大多数だった．ただし，「困っ
ていること，気になっていること」のみを整理すると，

「保育所等の受け入れ状況」，「教員の対応」，「登下校が心
配」といった内容にまとめられ，12 件と最も多かった．
具体的には，「保育所等の受け入れ状況」では，「保育園
では，仕事していないと子どもを預かれないと言われ
た．・・・子どもの出る時間がバラバラだから勤められ
ない．来年はもっと無理．帰ってくる時間がバラバラ」，

「ブラジルに一時帰国する前に学童保育をしていた．ブ
ラジルに帰る前に書類を提出して，『帰ってきても，ま
た学童保育できますよ』って言われた．それだけが，す
ごく心配だったから．でも帰ってきたら，『人数が多過
ぎて受入れられない』って言われた」といった，受け入
れ状況への不満がみられた．共働きの希望が高いため，
幼い子どもを預かってくれる場の確保が重要であるが，
そうした要望が十分に満たされていない，あるいはそう
したことに不安を感じているようだった．

そのほか，「すぐ理解できない子どももいるので，そ
の子どもに対してもう少し丁寧に教えてほしい（教員
の対応）」，「登下校だけは心配．幼稚園は親が迎えに行
くけど，小学校とかはないから．・・・ブラジルでは親
が送り迎え原則（登下校が心配）」，などの内容がみら
れた．

首都圏における外国人の親は，授業システムや学校
文化などを不満に思う親が多かったのに対し，本研究
の被面接者は，授業システムや学校文化に不満を挙げ
る者はほとんどいなかった．特に，日本の生活が長期
化している親たちは，自身が日本語を話せないために
就労なども限定されている現実を考え，子どもが日本
の文化や価値観を身につけることをとても肯定的に捉
えており，将来，子どもが日本で生活していく上で困
らない程度の日本語力を身につけてほしいと思ってい
た．日本の授業システムや学校文化に対する不満が少
なかった理由としては，実施した学校では日本語指導，
放課後の宿題支援，お便りの翻訳など様々なサポート
が行われており，実際に不満が少ないこと以外に，イ
ンタビューが学校関係者の紹介で行われたこと，日本
語がほとんどできないために授業内容まで把握してい
ないこと，なども考えられる．

（b）ブラジル人学校や保育所等の教育環境
ブラジル人学校や保育所等の教育環境については，「授

業料が高い」，「教室が狭い」，「対応が悪い」などの内容
が挙げられ，9 名中 5 名がこれらの点について述べて
いた．具体的には，「ブラジル人学校では，机に向かっ
てずっと書く．（中略）自分もおかしくなる．狭い部屋
で，ずっと読み書きだけだと．それを見て，お金を払う
のは嫌だった．2 人で月 4〜5 万円．これは教材は別で
かかる」，「最初は，ブラジル人学校に入れるお金がなか
った．経済的に．あとは，ブラジル人学校では，子ども
を総合的に勉強させられない．例えば，教えるところ
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表2　子どもの教育について困っていること，気にな
っていること（計52件）
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が，（生徒は）大人数で狭い」，「ブラジル人の保育園を
選んだのは，時間が決まってない．だから，親が帰って
くるときまで，預かってくれる．（中略）ブラジルの保
育園は高い．1 カ月 5 万 5 千円」といった内容が述べ
られていた．また，「（ブラジル人の保育園は日本の保育
園に比べて）基本的な部分で劣っている．最初，ブラジ
ル人の保育園に入れて，長男が 2 歳のときに舌が切れ
た（逆 V のようになった）．『どうしてそうなったの
か？』って聞いたけど，納得する話が聞けなかったか
ら．（中略）ある日，保育園から連絡があって行ったら，
保育園の先生が血だらけ，息子も血だらけなのに，病院
に行かない．なんだかんだして，病院に行かせないよう
にした．（中略）（ブラジル人の保育園は）先生 1 人が
20 人をみる．0 歳から．（中略）移動のときに切ったん
じゃないかな．でも，誰も見てなかった」といった不信
感が語られていた．授業料が高額であるため，ブラジル
人学校から日本の公立学校に編入させたと述べた親が 4
名いた．

（c）教育上の問題
教育上の問題では，「子どもの勉強を教えようとして

も教えられない」，「子どもの教育が低学歴で終わってし
まった」などの内容が挙げられ，親は，自身が日本語の
読み書きができないために子どもの宿題や勉強を教えら
れないことを苦慮していた（「（小学）1 年生の宿題だっ
たら，簡単だからみることもできるけど，2 年生になる
と難しくなる．読み書きとか．長女と一緒に漢字を覚え
る」，「長女は大丈夫だけど，次女の方は，漢字の重要性
がわからないから．自分も（日本語の）読み書きがわか
らないから，そこの重要性が伝えられない．次女は嫌が
って逃げる．私が話せて，読み書きができれば，漢字も
教えられるけど．形を教えられても，意味がわからな
い」）．

補足調査とインタビューで，ほとんどの日系南米人の
親は，子どもの学習面において「宿題や勉強をみてくれ
る人はいるか」という問いに，「ほとんどいない」か「1
人（バイリンガル教員）」と答えていた．首都圏におけ
る外国人の親は比較的サポートを学校以外から受けやす
いと回答していたのに対し，日系南米人の親はボランテ
ィア団体の存在を知らない者が多く，知っていても金銭
面や時間などの理由から参加できないと述べていた．

そのほか，中学生以上の子どもが中退しているケース
が複数見られ，いじめや授業についていけず学校を辞め
てしまった，ということだった．「自分の心残りは，下
の 3 人は，大学まで行かせられなかったこと」と，出
身国で大学に入学はしたのだが，途中で日本に来たため
に退学するなどで大学を卒業させられなかったことを悔
やんでいる者もいた．

（d）日本語の問題
日本語の問題については，「子どもが日本語をわから

ない」，「親が日本語をわからない」，「子どもとコミュニ
ケーションが取りにくい」などの内容が挙げられた

（「今，（小学）2 年生で『日本語ではこうだけど，ポル
トガル語ではどうなの？』って言われるけど，その日本
語がわからない」など）．また，言語が通じないため日
本人に誤解されたという内容としては，「日本の保育園
に入れて，先生が子どもに手をあげていた．それはびっ
くりした．（中略）花を植える時に，息子が靴を落とし
たか，投げたかで花に当たった．ポルトガル語で『気を
つけなさい』って言ったけど，先生は子どもの手をパチ
ンと叩いた．なんで叩いたのか聞いたら，『お母さんが
何も言わないから』って．でも，自分はちゃんとポルト
ガル語で言った．だから，びっくりした．時が経って，
先生の気持ちがわかった．預かった時点で，お母さんの
気持ちにならないと教育ができない」といった内容もあ
った．

そのほか，親が日本語を話せないことで出産や病気の
時に苦労したことを述べる者もいた．一方で医師が母語
を話せる病院を知っているなど，問題を上手く回避・対
応している者もいた．この場合，それぞれのソーシャ
ル・サポートに差がみられると考えられるが，補足調査
によれば被面接者のどちらも人間関係，文化・環境のサ
ポートを受けているのは「ブラジル人の 1〜3 人」と少
人数であり，差はみられなかった．

（e）その他（いじめ・日本料理など）
「（日本の学校に子どもを入れることに対して）心配は

あまりない．でも，いじめに対しては少し．いじめがな
いと言えば，現実ではない」，など，いじめ・差別を心
配する内容がみられた．「次女は，いじめ．部活で○○
部に入ったけど，あまり歓迎されなかった．（中略）そ
の彼女が，ハローワークに行った．パソコンの技術を学
べて，さらに 10 万円をもらえるものがあった．でも，
条件が中学校卒業だった．だから，その時に（次女が）

『中学校行けばよかった』って」と，いじめにより中学
校を退学してしまった子どもが，後で後悔していると述
べるケースもみられた．

そのほか，「料理に対して，ブラジルの味付け．子ど
もたちは給食に出てるから，（日本食を）『あれつくっ
て，これつくって』とか言ってくる．スーパーとか行っ
ても，食材をみて，『これでつくる』とか言ってくれる．
つくれないから買えない．やりたくないわけじゃない」
と日本料理がつくれないことについて述べる者もいた．

（2）家庭内での母文化と日本文化のバランス
本研究の対象者のうち過去に日本語教室に通ったり，

独自に日本語を勉強したりしたことのある者は 9 名中
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6 名であり，日本語の聞き取りはある程度できても，話
すことは限定的である者が多かった．そうしたこともあ
り，家庭内での使用言語は，母語のみ 5 名，日本語と
母語の両方 4 名であり，日本語のみの家庭はなかった．
首都圏の親では，母語を忘れてしまうことについて不安
に思っている者が多く，子どもに母語を教えようとして
も子どもが反発してしまうと述べる者もいた．しかし，
日系南米人の親子では，「ポルトガル語がほとんど．（子
どもたちは）門から出ると，日本語．家に帰ったらポル
トガル語．だって，自分は子どもの言ってる日本語につ
いていけない．だから，ポルトガル語で．子どもが使い
分けている」のように，親が日本語を話せないため，子
どもが日本語とポルトガル語（あるいはスペイン語）を
使い分けていると述べるケースがほとんどであった．

また，日系南米人の親は，子どもが日本に長期的にい
ることを予想し，ポルトガル語（あるいはスペイン語）
よりも日本語や日本の文化を学んでほしいと思っている
ケースが大多数であった．母語・母文化を現在教えてい
る者は 3 名で，教えていない者は 6 名だった．教えて
いない場合でも，子どもと普段から母語で話しており，
程度は異なるが，子どもは母語を聞いて理解したり話し
たりすることができるとのことだった．教え方として
は，母語で話し掛けることが最も多く，子どもが読み書
きもできるケースは少なかった．できれば母国語や母文
化を教えたいと思っているが，子どもの日本語の勉強や
環境を考慮し，教えることを諦めている親もいた．

（3）ソーシャル・サポートについて
本研究の対象者の場合は，道具的側面，情緒的側面の

いずれのサポートについても日本語学習支援者に頼って
いる傾向がみられた．補足調査結果でも，ほとんどの者
が対人関係，文化・風習の領域において，1〜3 名のブ
ラジル人からのサポートを受けていると回答していた．
学習面でのサポートで宿題や勉強をみてくれる人が教員
以外にはほとんどおらず，ボランティア団体などからの
サポートは受けていないと述べていた．インタビュー協
力校の日本人教員に伺ったところ，教員も外国人をサポ
ートするボランティア団体を知らないということだった

（「夏休みに，日本人の保護者に赤ペン先生として来ても
らうことはある．しかし，日本人の親も共働きが多く
て，ボランティアまではできないのではないか．この辺
ではほとんど聞いたことがない」）．サポート源があまり
に限られていると，サポート提供者が何らかの都合でサ
ポートを提供できなくなった場合に，受け手は大きな問
題を抱えることになる．外国人親子への有効な支援を考
える際に，多様なサポート源となりうるボランティア団
体につなぐ試みや教育に関する情報支援を行っていくこ
とは重要課題と考えられる．

3　ブラジル人学校への聞き取り調査
群馬県に在住している日系南米人は，日本の公立学校

以外に，外国人学校へ通学することができる．群馬県で
は県で認識している外国人学校が 7 校存在し，そのう
ちの 1 校はブラジル政府の認可を得ている（2011 年時
点）．現在のブラジル人学校の現状を把握し，外国人を
取り巻く環境を検討するため，2011 年 11 月に群馬県
太田市にあるブラジル人学校 A 校に聞き取り調査を行
った．この学校では，午前（幼児〜小 4）と午後（小 5
〜中高）に分かれて授業を行っており，1 学年 1 クラ
スとなっている．約 120 人の生徒が通い，教員数は保
育士 2 名を含めて 10 名，教室数は 9 教室ある（2011
年現在）．ブラジル文科省に則り授業が組まれ，日本語
クラスも 1 日 1 コマ必ずあり，日本語以外に日本の文
化やルールなども教えている．

いじめや学校に馴染めずに公立学校からブラジル人学
校へ移ってくる子どももいる．ブラジル人学校に通うほ
とんどの子どもが日本で就職するが，就職先は親と同じ
ような製造業などの工場が多く，そこにはブラジル人学
校での日本語教育の限界があるという．また，要望とし
ては，日本の公立学校との交流が挙げられていた．他の
外国人学校との交流はあるが（スポーツ大会など），日
本の公立学校との交流は教育委員会への申請などが必要
で調整が難しい．ブラジル人学校は，子どもの居場所づ
くりとブラジルに帰国した際の進学の便宜を図るものと
して設立されたが，ほとんどの子どもが日本で就職して
いる現状があり，後者よりも前者としての役割が強くな
っていると考えられる．日本に長く住むのであれば日本
語指導の強化が必要と考えられるが，公立学校と同じよ
うには日本語学習ができないことから，その点での改善
は難しいといえる．

4　ボランティア団体への聞き取り調査
4．1　目的

保護者へのインタビューより，群馬県における外国
人親子がボランティア団体のサポートを受けにくいこ
とが示唆された．群馬県伊勢崎市，及びその近隣であ
る太田市のボランティア団体がどういった状況にあり，
外国人親子にどのような支援を行っているかを検討す
るため，関連団体を対象に聞き取り調査を行う．比較
対象として，先行研究（三田村・山﨑［2］）で調査対
象とした横浜市（青葉区・都筑区）におけるボランテ
ィア団体にも聞き取り調査を行う．首都圏と群馬県な
ど日系南米人が多く集住している地域それぞれにみら
れる課題を検討することで，その地域特有の問題と共
通する問題を把握する．

5
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4．2　方法
インタビュー協力者・手続き

群馬県伊勢崎市・太田市と神奈川県横浜市のボランテ
ィア団体に聞き取り調査を行った．伊勢崎市国際交流協
会と横浜市国際交流協会（YOKE）にリンクしてある
HP などから，ボランティア団体に連絡をとった．群馬
県では，「NPO 法人 J コミュニケーション（伊勢崎
市）」，「NPO 法人 多言語教育研究所（伊勢崎市）」，「厚生
労働省委託事業　多文化共生ネットワーク伊勢崎（伊勢
崎市）」，「太田日本語教室　あゆみの会（太田市）」，神奈

川県では，「つづき日本語サークル（都筑区）」，「チャル
ラス都筑（青葉区，都筑区）」，「ネットワーク 1・2・3

（都筑区）」，「みどり日本語の会（青葉区）」の各 4 団体
（表 3）に協力を依頼した．インタビューは，教室や喫
茶店などで面接者 1 人が代表者 1〜2 人に行った．方法
は半構造化面接で，1 件につき 40〜90 分だった．
質問項目

①概要（組織の活動内容，スタッフ数など），②太田
市・伊勢崎市・横浜市で，外国人のサポート支援を目的
としたボランティア活動は盛んに行われているか，外国

表3　群馬県伊勢崎市・太田市，神奈川県横浜市にある4団体の概要（インタビュー時点）
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人はどのようにしてボランティア組織の存在を知り，連
絡をとるか，③この組織を設立する上で困ったことや悩
みなどはあったか，④外国国籍の親からの相談や悩みご
とにはどのようなものがあるか，⑤今後の課題や要望

4．3　結果，及び考察
各ボランティア団体が抱えている課題や要望は，「ボ

ランティア団体間の交流」，「後継者の存在」，「場所・資
金面の確保」，「学習・生活面の支援における学校，行
政，ボランティア団体間の連携」，の 4 点にまとめられ
た．このうち，後者 2 つについては首都圏，地方とも
共通の課題として挙げられていた．

（1）ボランティア団体間の交流
伊勢崎市・太田市などの日系南米人が集住している地

域と首都圏では異なる点がみられた．伊勢崎市・太田市
では，市から直接支援（場所の確保など）を受けている
核となるボランティア団体が存在するものの，市などの
HP にそれ以外の団体の情報が掲載されていないため
か，他の小規模なボランティア団体は互いを認知してい
ないようである．首都圏に比べると数が多くはない上
に，ボランティア団体間での交流があまり活発ではない
ために，外国人が存在を認知しにくくなっていることが
考えられる．一方，神奈川県ではボランティア団体の数
も多く，団体間の交流も活発であるため，外国人にも認
知されやすく，自分自身で対応できなかった場合にも他
のボランティア団体を紹介することができる．ただし，
核となるボランティア団体（特に日本語教室）はないた
め，そうした組織が初学者を対象としたカリキュラムを
組んで授業をし，それ以後は他のボランティア団体が引
き受けるといったシステムを望む声があった．

また，首都圏の場合，1 回につき 100〜200 円で外国
人は参加することができ，立地条件も駅の近くにあるこ
とから参加しやすいのに対し，地方では，1 回につき
500〜3000 円と参加費が高く，規模の大きい駅の周辺
まで行かなければ参加できないことがわかった．

（2）後継者の存在
群馬県などの地方では，首都圏に若者が流出している

ため若い人材が確保できず育たないという不安の声が上
がっていた．首都圏でも，ボランティア団体の構成員は
主婦や退職者が多いが，長く日本に住んでいる外国人や
学生などにもボランティア構成員としての期待をしてお
り，地方よりは首都圏の方が将来への見通しについては
明るかった．

5　全体的考察
首都圏における外国人の親と異なり，日系南米人の親

の場合，授業内容や学校文化への不満は少なく，保育所
や学校などの教育環境や教育上の問題が多く挙げられて
いた．日本の学校については，保育所等の受け入れ状況
や登下校への心配がみられた．登下校に関しては，多文
化共生ネットワーク伊勢崎でも「学校の運営の面で困っ
たことは，送迎の問題．外国人の親は送迎がないと学校
に行かせない．（中略）県の施設なので，ドライバーを
雇うと，事故などを起こしたとき困るので，県の方から
許可がおりなかった．（中略）そこがなんとかなれば，
子どもたちのサポートをすることができる」と述べてい
た（この施設は駅から徒歩 20 分の場所にある）．

またブラジル人学校については教育環境への不満が多
く，整備が望まれる．ただし，卒業する生徒は日本で就
職する者が大多数であることから，日本で生活基盤を得
るためには日本語だけでなく，日本で生活していく上で
のマナーやルールの指導や日本の公立学校との交流など
を通して，互いの国際理解を深める機会を設けるなどの
新たな支援策が考えられる．また，公立学校に馴染めな
かったという理由からブラジル人学校に編入するケース
もあるため，公立学校と連携を取りながら，戻せるよう
な仕組みをつくることも検討されるべきである．本研究
で聞き取り調査を行った団体のなかにも，公立学校に通
いたくないという子どもについて相談してきた親に対し
て，公立学校と連携を取りながら，精神面，学習面での
支援を行い，公立学校に児童を戻すことができたケース
が報告されていた．

子どもの学習面については，ボランティア団体によ
るサポートを受ける機会が少なく，1 人のバイリンガル
教員に頼る傾向にあった．多様なサポート源となりう
るボランティア団体につなぐ仕組みや，ボランティア
団体間だけでなく様々な機関との連携，情報提供のあ
り方の検討が必要だろう．これらの解決策の一つとし
て，インターネットを介したサポートシステムの構築
などが考えられる．インターネットを用いることで地
域を超えてのサポートが可能となり，外国人だけでな
く，サポートする日本人にとっても情報を共有するツ
ールとして活用することができる．それぞれが個々に
サポートしていくには限界があることから，抱え込ん
で深刻化してしまう前に，他の機関との連携，情報共
有を行い，有用なサポート体制をつくっていくことが
今後の課題として挙げられる．

本研究の限界としては，調査対象とした保護者やボラ
ンティア団体の数が十分とは言えず，意見が偏っている
ことも考えられる．そのため，地域におけるボランティ
ア団体の状況や公立学校とのつながり，親子の抱える問
題について，より対象者を増やして調査を行う必要があ
る．また，地域によって様々な対応や取り組みを行って
いることが考えられるため，これを一般化するには，他

7
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の地域での調査や地域住民の意識調査などを行っていく
必要があるだろう．
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